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報道関係各位 ＜お知らせ＞ 

阪急阪神ホールディングス株式会社 

 

従業員とともに阪急阪神沿線の市民団体を応援する 

第１０回「阪急阪神 未来のゆめ･まち基金」の助成対象団体が決定しました！  
「地域環境づくり」と「次世代の育成」に取り組む合計１８団体に総額１,１７９万円を助成 

 

 

阪急阪神ホールディングスグループでは、第１０回「阪急阪神 未来のゆめ･まち基

金」による市民団体の助成プログラムとして、昨年９月より助成を希望する団体を公

募し、今般、応募総数１０２団体の中から「地域環境づくり」と「次世代の育成」に

取り組む合計１８団体に対し、総額１,１７９万円を助成することを決定しました。 

１０回目となる今回は、これまで行ってきた市民団体の活動全般（使途を問わない）

を支援する「団体助成」だけでなく、国連が進める社会課題の解決（SDGs（※））につ

ながる市民団体の事業を支援する「事業助成（最長３年間）」も行います。 

この助成プログラムは、当社グループの従業員の募金と当社からの上乗せ寄付を原資に、沿線の市民団体を

助成するもので、当社グループの社会貢献活動「阪急阪神 未来のゆめ･まちプロジェクト」の一環として、 

２００９年度から行っています。過去１０年間の助成の累計（今回の助成分を含む）は、１２９団体・ 

７,０２９万円となっており、当社グループでは、今後も市民団体への支援を通じて沿線地域の活性化に貢献

できるよう、本プログラムに継続的に取り組んでまいります。 
（※）SDGsとは「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称。2015年9月の国連サミットで 

採択されたもので、国連加盟国が2030年までに17分野で社会課題の解決を達成することを目標に掲げている。 

 

概要は次のとおりです。 

 

■第１０回の助成対象団体 １８団体（部門分野別 団体名５０音順） 

  ＜団体助成部門＞【地域環境づくり】※（ ）内の市名は団体事務所の所在地です。 

① 一般社団法人 祇園祭ごみゼロ大作戦（京都市） 

② NPO 法人 なごみ（西宮市） 

③ 髭の渡し花咲き会（尼崎市）  

④ 六甲アイランドを美しい街にする会（神戸市） 

【次世代の育成】 

⑤ NPO 法人 関西こども文化協会（大阪市） 

⑥ キッズファーム in 京都大原（京都市） 

⑦ 神戸・灘おもちゃの病院（神戸市） 

⑧ NPO 法人 しぶたね（大東市） 

⑨ たてじまアートプロジェクト実行委員会（神戸市） 

⑩ ひょうご自然教室（神戸市） 

⑪ 琵琶湖疏水アカデミー（京都市） 

⑫ NPO 法人 日本こども支援協会（奈良市） 

 

 

 



＜事業助成部門＞【地域環境づくり】※（ ）内の市名は主な事業の実施場所です。 

① 一般社団法人 セーフティネットリンケージ（大阪市ほか） 

② 一般社団法人 タウンスペース WAKWAK（高槻市） 

【次世代の育成】 

③ NPO 法人 チャイルド・ケモ・ハウス（神戸市ほか） 

④ 認定 NPO 法人 D×P（神戸市ほか） 

⑤ NPO 法人 寺子屋プロジェクト（京都市ほか） 

⑥ 六甲山を活用する会（神戸市ほか） 

 

■助成金総額 

 １１,７９０,０００円 

（内訳：従業員の募金５,８９５,０００円、当社からの上乗せ寄付５,８９５,０００円） 

  ※助成金は、２０１９年３月２７日に寄贈済みです。各団体への助成額は添付資料をご参照ください。 

 

■「阪急阪神 未来のゆめ･まち基金」による市民団体の助成プログラムについて 

阪急阪神ホールディングスグループの従業員の募金による積立

金と、当社からの同額の上乗せ寄付を原資として、「地域環境づく

り」または「次世代の育成」に取り組む阪急阪神沿線の市民団体を

助成します。 

プログラムの特徴は、①助成対象を阪急阪神沿線で活動する団体

に特化していること、②助成金の半額がグループ従業員の募金によ

ること、③当社グループが広報面でも協力すること、の３点です。 

現在、約１,５００名のグループ従業員が参加しています。 

（ホームページ: https://www.hankyu-hanshin.co.jp/yume-machi/kikin.html） 

 

  ■本プログラムに込めた思い 

    どのまちにも社会における課題の解決に熱心に取り組む市民団体はありますが、その多くは規模が 

小さく、認知度も低いことから、ボランティアの人材がなかなか集まりません。また、活動を応援した

い気持ちを持つ人でも、知らない団体に寄付することにはためらいがあるため、市民団体の活動資金は

不足しがちです。 

本プログラムでは、市民が身近な市民団体を応援するきっかけとなるよう、グループ従業員の募金を

原資の一部として助成を行うとともに、グループが持つ交通媒体等を利用して助成する市民団体の活動

を広報し、沿線の市民に紹介しています。 

 

以 上 

 

【添付資料】第１０回「阪急阪神 未来のゆめ･まち基金」の助成対象団体の概要 

【リリース配布先】青灯クラブ、近畿電鉄記者クラブ 

 

 このお知らせに関するお問い合わせ先 

 
 
阪急阪神ホールディングス株式会社 グループ経営企画室 広報部 ＴＥＬ．０６－６３７３－５０９２ 

https://www.hankyu-hanshin.co.jp/yume-machi/kikin.html


 添付資料 

第１０回「阪急阪神 未来のゆめ･まち基金」の助成対象団体の概要 ※部門分野別５０音順 

 

＜団体助成部門＞            

■地域環境づくり 

   団体名 活動概要 助成額 

① 

一般社団法人 

祇園祭ごみゼロ 

大作戦 

（京都市） 

～祇園祭宵山における資源の分別回収・減量活動～ 

散乱ごみや可燃ごみの増加が課題であった祇園祭から「ごみがゼロになる

こと」を目標に活動する団体です。３Ｒのうちリデュース・リユースの 

２Ｒの視点を活かし、２,０００名以上のボランティアスタッフを集め、

宵山エリアにおいてリユース食器などを用いたごみの減量活動とエコス

テーションの設置・運営による資源の分別回収活動を通して、持続可能で

美しい祭づくりを展開しています。また、多くのボランティアスタッフへ

の環境教育を通して、地域で活躍するリーダーの育成も行っています。 

５０万円 

② 

ＮＰＯ法人 

なごみ 

（西宮市） 

～多世代で行う地域共生のまちづくり～ 

高齢化と住民同士の交流の減少が地域の課題となる中、西宮市鳴尾東地域

では、全ての地域住民が住み慣れたまちで暮らしていけるよう、地域特性

に応じた魅力あるまちづくりを行っています。共生型地域交流拠点のカフ

ェの運営を中心に、多世代交流できる食事会、まちのことを学び・考える

連続講座「地域のがっこう」、大学ゼミと連携し地域課題を解決する「鳴

尾東つながるプロジェクト」など、社会課題を解決する様々な事業を先進

的に行っています。 

５０万円 

③ 

髭の渡し 

花咲き会 

（尼崎市） 

～コスモス園開催を通じた環境改善～ 

阪神・淡路大震災の発生以降、不法耕作や不法投棄で荒廃していた武庫川

河川敷の環境を改善することを目的に、地域住民が中心となって設立した

団体です。兵庫県や尼崎市と協働し、河川敷で大規模なコスモス園を開催

しています。また、コスモス園開催に伴い、コスモスの種まきイベントや、

開園直前の清掃活動を兼ねた花見会を実施し、地域住民がボランティアに

参加することを通して、地域住民の交流の機会も提供しています。 

５０万円 

④ 

六甲アイランドを

美しい街にする会 

（神戸市） 

～定期清掃や花壇の手入れによる環境整備～ 

地域住民主体で六甲アイランドの環境美化を行うべく設立された団体で

す。島内の小学校や企業とともに定期的に清掃活動を行ったり、小学校で

の環境学習の支援をしたりして、きれいなまちづくりや環境への関心を高

めています。さらに、地元住民や学校等をうまく巻き込みながら、島内５

か所の花壇を整備して、春には六甲アイランドチューリップ祭、夏から秋

にかけては家族で参加できるサツマイモを育てる会を実施し、自然と触れ

合う場を提供しています。 

５０万円 

 

■次世代の育成 

 団体名 活動概要 助成額 

⑤ 

ＮＰＯ法人 

関西こども 

文化協会 

（大阪市） 

～こども達を取り巻く様々な課題に対する「子どもの権利」の保障～ 

貧困、虐待、いじめ、不登校など、こどもを取り巻く様々な課題があり、

こどもがこどもとして成長発達する権利が十分に保障されていない中、

「子どもの権利条約」の具現化をミッションに活動する団体です。団体の

専門性を活かし、虐待や悩みの電話相談、放課後児童支援員認定資格研修、

生活困窮世帯のこどもの自立支援、また親子の交流の場を運営していま

す。そのほか、大阪市内でフリースクールやこども食堂なども行い、こど

もの居場所づくりを行っています。 

５０万円 

⑥ 

キッズファーム 

ｉｎ京都大原 

（京都市） 

～「畑から食卓まで」の実体験を通じた食育活動～ 

都市部在住の子育て世代の親子が、食べ物への理解や里山への関心をもつ

ことを目的として、「畑から食べるまでのまるごと体験」に取り組む団体

です。京都大原ののどかな里山を舞台に、土づくりから始まり、種（苗）

から野菜を育て、収穫し、採れたて野菜を調理し食べるまでを親子で一緒

に体験するプログラムを提供しています。また、「お餅つき」や「味噌仕

込み」などの食育プログラムも実施し、こども達に「食」の楽しさも伝え

ています。 

５０万円 

※（ ）内の市名は団体事務所の所在地です。 

※助成額は団体の申請に基づいて審査・決定しました。 

 



⑦ 

神戸・灘 

おもちゃの病院 

（神戸市） 

～おもちゃの修理を通じたモノを大切にする心の育成～ 

「じいちゃんが孫のおもちゃを治す」をモットーに、毎月神戸や灘の商業

施設等でおもちゃ病院を開院し、こども達のおもちゃを原則無償で直して

います。大切なおもちゃが直ることにより、こども達に感謝する心、モノ

を大切にする心を育むとともに、どうして動き出したのかという興味関心

を引き立てて科学の心を芽生えさせることを目的としています。また、修

理中には、こども達とコミュニケーションを図ることを大切にしており、

世代間交流の場ともなっています。そのほか、おもちゃドクター養成講座

を開催し、新たなドクターの養成にも努めています。 

５０万円 

⑧ 

ＮＰＯ法人 

しぶたね 

（大東市） 

～重い病気をもつこどものきょうだいの支援～ 

重い病気をもつこどものきょうだいは、不安、寂しさ、罪悪感など複雑な

気持ちを抱えやすく、不登校になったり、人格形成に影響を及ぼしたりす

ることもありますが、そんなきょうだいへのサポートは日本にはほとんど

ありません。そこで、きょうだいのためのイベントや、病院の廊下で保護

者を待つきょうだいとあそぶボランティアのほか、きょうだいのための小

冊子の配布、きょうだい支援を担う人を増やしつながるための研修ワーク

ショップや、講演、啓発活動を通して支援の輪を広げています。 

５０万円 

⑨ 

たてじまアート 

プロジェクト 

実行委員会 

（神戸市） 

～高校生のアート体験・地域貢献の機会提供～ 

高校の授業の一環として、学生達の豊かなアート体験と、商店街の活性化

の両立を目指して始まった活動です。地元の小学校・幼稚園のこども達か

ら公募したイラストを、高校生が縦縞をベースにデザインし、アートボー

ドを制作します。制作したボードは新甲子園商店街のアーケードに展示す

ることで地域活性化につなげています。また、地域住民もアートの表現者

となることを目標に、縦縞にちなんだあそびなどを行う「たてじまアート

まつり」も実施しています。 

５０万円 

⑩ 
ひょうご自然教室

（神戸市） 

～自然観察会を通じたこども達の環境への関心向上～ 

急速な経済的発展で自然破壊が進む中、身近な自然の中で自然を大切にで

きるこども達を育てる目的で１９７２年に設立された団体です。阪神間～

姫路を２つの地区に分け、小中学生の会員を対象に、社会人・学生・高校

生のボランティアリーダーが地区ごとに毎月１回の月例自然観察会を実

施しています。長年のノウハウが詰まった手作りの観察カードを使って観

察会を行うことが特徴です。また、兵庫県、地方自治体、企業等からの要

請により、自然観察会のリーダー派遣なども行っています。 

５０万円 

⑪ 

琵琶湖疏水 

アカデミー 

（京都市） 

～小学校における琵琶湖疏水を通じた地域学習支援～ 

京都の近代化や現在の水道水を支える琵琶湖疏水について、京都市内の小

学校４年生は年間１５時限もかけて学びますが、適切な教材が少ないとい

う課題がありました。そこで、元小学校教員が行政機関、研究者などと連

携し、こども達の学びを支援するために立ち上げた団体です。メンバーの

特性を活かし、手作りの教材を使った学校への訪問授業や社会見学の支援

などを行っています。そのほか、「琵琶湖疏水新聞コンテスト」を開催し、

こども達の活躍の場を提供したり、蹴上浄水場の一般公開などで紙芝居の

上演を行ったりすることで、疏水の重要性を伝えています。 

５０万円 

⑫ 

ＮＰＯ法人 

日本こども 

支援協会 

（奈良市） 

～里親制度の全国的な啓発および支援～ 

日本では里親制度になじみがなく、里親が不足している現状に対して、里

親制度の認知度の向上や、スキルアップ、支援を行う団体です。日本で初

めて全国、１００か所以上で街頭啓発を行う「全国一斉里親制度啓発キャ

ンペーン」を行うなど、啓発活動に力を入れています。そのほか、シンポ

ジウムの開催や、実家庭の子育て支援、大阪市里親会のイベント支援や里

親が悩みを吐き出せる場の創出など、こども達のために里親増加・支援を

行っています。 

５０万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜事業助成部門＞ 

 

■地域環境づくり 

 団体名 活動概要 助成額 

① 

一般社団法人 

セーフティ 

ネット 

リンケージ 

（大阪市ほか） 

～ＩＣＴを活用した多世代で見守り合えるまちづくりの関西展開～ 

独自に開発した、「捜索支援アプリ」と「緊急連絡ステッカー」を使用し、個

人情報を保護した状態で、協力者とご家族が直接連絡をとれる日本初の仕組

みを運用している団体です。緊急時（迷子、行方不明、病気発生、自然災害

など）に、地域で助け合える協力者を増やし、見守り合えるまちを育てるプ

ロジェクトを阪急阪神沿線で展開します。また、行政や地域主導のプロジェ

クトの展開を目指し、関西圏での導入の働きかけや仕組みを体験できるスタ

ンプラリーを祭やイベント内で実施する予定です。 

１００万円 

② 

一般社団法人 

タウンスペース 

ＷＡＫＷＡＫ 

（高槻市） 

～地域住民の声を反映したコミュニティの再生～ 

大阪北部地震後の災害支援を通じて、情報格差の課題や、独居高齢者、障が

い者、一人親世帯などの要援護者が社会的孤立に陥りやすいという状況がわ

かりました。そこで、高槻市がすでに方針決定した市営住宅の建て替えに向

け、こども・若者・高齢者などまちに住む多様な人たちの声（ニーズ）を拾

い上げ、まちづくりプランを策定し、今後のまちづくりの計画へとつなげま

す。また、建て替え後の地域コミュニティの中心となるコミュニティスペー

スを立ち上げ、多様なセクターとの協働によりハード面・ソフト面からコミ

ュニティの再生を図る予定です。 

１００万円 

■次世代の育成 

  団体名 活動概要 助成額 

③ 

ＮＰＯ法人 

チャイルド・ 

ケモ・ハウス 

（神戸市ほか） 

～重い病気のこどもと家族の多様な支援をコーディネートできる人材育成～ 

重い病気のこどもと家族にとって、治療以外にも日々の生活、友達関係、通

学など多岐にわたる支援が必要です。そのため、こどもや家族の支援に関わ

る医療、福祉、教育、ＮＰＯ、企業スタッフ、ボランティアらが制度や立場

を越え、多様な支援をコーディネートできる人材が求められていますが、そ

の重要性はまだ広く理解されていません。そこで、まず、多様な支援のあり

方をテーマとしたシンポジウムを開催し、その出席者の有志でつくった事例

検討会を積み重ね、参加者が実際の支援の場に戻ったときに、多様なコーデ

ィネートをできるようにする予定です。 

９５万円 

④ 

認定ＮＰＯ法人 

Ｄ×Ｐ 

（神戸市ほか） 

～定時制高校におけるつながる場づくりと就職サポート～ 

定時制高校に通う高校生に「つながる場」と「いきるシゴト」を届け、ひと

りひとりの若者が自分の未来に希望が持てることを目的とした事業を行いま

す。具体的には、定時制高校で社会人・大学生ボランティアと高校生が対話

を通じてつながりをつくる、単位認定された授業「クレッシェンド」を実施

するとともに、校内に進路相談室「ライブラボ」をつくり、高校生一人一人

の段階やニーズにあわせて、情報提供やインターンの紹介などの様々な機会

を提供する予定です。 

１００万円 

⑤ 

ＮＰＯ法人 

寺子屋 

プロジェクト 

（京都市ほか） 

～魅力的なプログラミング体験の提供と開発教材のオープンソース化～ 

プログラミング教室の人気が高まっていますが、その多くが経済的にゆとり

のある家庭向けのサービスとなっています。また大多数の小学校で触れるプ

ログラミングの内容は、非常に限定的なものになるとみられます。そこで、

教育用ドローンや動物型ロボットなどを活用し、こども達が楽しめるプログ

ラミング体験を提供するとともに、日常的に活用できる教材モデルを開発し、

開発した教材をオープンソースとしてＷＥＢ上で無償で公開することで、全

ての経済層のこども達がサービスを享受できるようにする予定です。 

８４万円 

⑥ 

 

六甲山を 

活用する会 

（神戸市ほか） 

～六甲山における自然体験プログラムの自主運営チームづくり～ 

当団体が１０年以上かけて国立公園内の六甲山上に自然体験ができる場とし

て「まちっ子の森」を整備してきましたが、その管理・運営を次世代に継承

していくことが今後の課題となっています。そこで、自然児を育む自然体験

プログラム「まちっ子の森デー」の参加者を定着させ、「まちっ子の森クラブ」

を発足させ、登録者を募ります。その中から、運営に参加できる保護者グル

ープを集め、ゆくゆくは「まちっ子の森」を自主管理する運営組織として、

市民グループへの自立を図る予定です。 

１００万円 

 

※（ ）内の市名は主な事業の実施場所です。 

※助成額は団体の申請に基づいて審査・決定しました。 

※助成期間は最長 3 年間の予定です。 


